◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
無人航空機（UAV：Unmanned aerial vehicle）の利活用法に関する技術勉強会
～マルチコプタ－の地域的な利活用編～

公益財団法人鹿児島県建設技術センター2016年度地域づくり助成事業
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
無人航空機（UAV：Unmanned aerial vehicle　通称：マルチコプター・ドローン）は、環境コンサルタント業界並びに建設産業を中心に急速な勢いで普及し、その他の様々な分野でもその利用法の事例が報告されています。UAVの利活用では、ハードとなる機体の操縦および写真や動画の撮影技術、写真解析としてのデジタル写真測量技術、動画解析技術、さらには飛行計画や飛行許認可等の法的な対応と言った様々な技術や技能および事務処理能力が必要とされます。そこで急速に普及するUAV関連技術を地域のまちづくりに活かすことを目標に、防災・環境・教育研究といった観点から、UAVの飛行計画、データ処理、そして活用に関し、ソフトウエアを用いた実践的な利活用事例の紹介によりUAVの利活用を理解する勉強会を実施します。

高度な数学能力と解析技術を必要とした写真測量が、低価格のUAV撮影技術の進歩と三次元処理ソフトの登場で、誰でも簡単に空撮を行いデータ処理し、高度な空間情報を自由に利用できる社会が到来しました。これらUAVを用いた画像処理や活用に関心のある方々は是非、勉強会にご参加ください。
※UAV飛行デモを、12月13日午後に鹿児島県日置市吹上浜で行う予定です。参加希望者は申込時に希望の有無をご記入下さい。詳細は別途お知らせいたします。

【日　時】　2016年12月14日（水）　13:30～17:10
【場　所】　鹿児島大学大学院連合農学研究科3階会議室（鹿児島大学 農学部正門 左側建物）
         　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　※場所については「鹿児島大学キャンパスマップ」で検索
【主　催】　鹿児島大学水産学部海岸環境工学研究室（西研）、NPO法人かごしまGIS・GPS技術研究所

【共　催】　地理空間情報活用推進に関する鹿児島地区産学官連携検討会
【受講者】　定員60名（空間情報技術者、教職員、学生、その他）　※応募者多数の場合には抽選
【資料代】　参加費無料

【プログラム】

13:30         開会挨拶
13:35-14:05　 自然災害調査および環境モニタリングおけるマルチコプタ-(UAV)の利活用法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 鹿児島大学水産学部教授　西　隆一郎
14:05-14:35   UAV自律飛行機能を用いた撮影計画

　　　　　　                             　　　 　　　　  (有)ホビーサンパティオ 桑波田 瑞樹
14:35-15:10　 クラウドサービスによる写真からの点群データ作成法
15:10-15:50   AutoCAD Civil 3Dを用いた点群データの活用と処理法
　　　　　　　　　　　　　　　　　オートデスク株式会社 技術営業本部 社会基盤ソリューション


エキスパート 松本 昌弘
16:00-16:30   Webを用いた地形データの迅速的活用法について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 　鹿児島工学院専門学校教諭　鶴成 悦久

16:30-17:00　 斜面崩壊におけるUAVの活用法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 第一工業大学准教授　田中 龍児

17:05         閉会挨拶
■参加予約制：npo@kinggt.org（NPO法人かごしまGIS・GPS技術研究所 宛）■
※不明な点は，メールにてご連絡ください。
西　隆一郎：nishi24@fish.kagoshima-u.ac.jp  TEL:099-286-4101
鹿児島大学水産学部海岸環境工学研究室　http://coastalresearch.sakura.ne.jp/
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